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あづみ野池田総合戦略 アクションプラン紹介　VOL.21 池田町の人口を維持し、活力ある町を創出するための事業を紹介します

地域交流センター　ニュースレター

セ
ン
タ
ー
工
期
延
長
の
お
知
ら
せ

セ
ン
タ
ー
の
愛
称
選
定
に
つ
い
て

～
１
次
審
査
で
候
補
作
品
を
決
定
～

平
成
31
年
３
月
完
成
を
目
指
し
、
現
在
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
諸
事
情
に
よ
り
約
４
か
月
の
遅
れ
が
生
じ
、
工
期
延
長
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
７
月
末
ま
で
工
期
を
延
長
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
現
場
で
は
企
業
体
職
員
の

増
員
、
作
業
時
間
延
長
等
に
よ
り
工
期
短
縮
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
工
期
延
長
に
伴
い
、
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
は
８
月
下
旬
を
予
定
し

て
い
ま
す
（
図
書
館
は
、
蔵
書
の
移
転
作
業
や
館
内
整
理
等
に
時
間
が
か
か
る

た
め
、
11
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
）
。

昨
年
11
月
に
募
集
し
た
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
の
愛
称
作
品
（
応
募
３
９
２
作
）
に
つ

い
て
、
こ
の
ほ
ど
審
査
員
（
町
理
事
者
、
教

育
委
員
、
社
会
教
育
委
員
、
図
書
館
協
議
会

委
員
、
芸
術
文
化
協
会
役
員
等
24
名
）
で
１

次
審
査
を
行
い
、
次
の
と
お
り
５
作
品
の
候

補
作
を
選
定
し
ま
し
た
。

【
１
次
審
査
に
よ
る
候
補
作
品
】

（
五
十
音
順
）

○
か
え
で

○
て
る
て
る
プ
ラ
ザ

○
な
な
い
ろ

○
ひ
だ
ま
り

○
若
松
ホ
ー
ル

今
後
、
２
月
に
か
け
て
高
瀬
中
学
校
お
よ

び
池
田
工
業
高
校
生
徒
の
投
票
に
よ
る
２
次

審
査
を
実
施
し
、
候
補
作
の
中
か
ら
愛
称
を

決
定
し
ま
す
。
選
考
結
果
は
本
紙
で
発
表
し

ま
す
。

【
問
い
合
せ
先
】
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
係　

℡
62
‐
2
0
5
8

建物外観イメージ

平成 30 年 12 月に施工業者（傳刀・小山特定
建設工事共同企業体）から町長に提出された工
期延長願の遅延概要は次のとおりです。

①本工事に先立って行われた支障物移転工事

（敷地内の下水道管の移設及び作業の支障とな

る電線等の移設。本工事とは別工事）の各種調

整や設計等に時間を要したことによる本工事着

手の遅延

・下水道管移設…約１か月遅延

・電柱、電線移設…約２か月遅延

これらの影響により基礎工事の着手が当初工程

より約２か月間遅延した。

②全県的な職人不足のなか、①による工程の遅

れなどの影響で特に鉄筋や型枠の加工職人の確

保に手間取り、躯体工事のコンクリート打設（全

４回）ごとに遅れが生じ、約２か月間遅延した。

◇工事の遅延要因について
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昨
年
10
月
22
日
の
池
田
町
議
会
臨
時
会
に

お
い
て
同
意
を
い
た
だ
き
、
1
月
1
日
付
で

教
育
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
竹た

け
う
ち内

延の
ぶ
ひ
こ彦

と

申
し
ま
す
。
教
師
経
験
や
教
育
委
員
会
に
従

事
し
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
が
「
子
ど
も
が

ま
ん
な
か
、
現
場
が
第
一
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
保
育
や
教
育
の
現
場
を
で
き
る
限
り
訪

れ
て
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
、
先
生
方
や

保
護
者
の
皆
さ
ま
と
の
丁
寧
な
対
話
に
努
め

な
が
ら
職
責
を
果
た
し
て
参
り
た
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

○
池
田
町
と
の
ご
縁

　

地
縁
血
縁
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
前
職
で
自

然
保
育
の
普
及
を
担
当
し
た
ご
縁
で
池
田
保

育
園
と
会
染
保
育
園
を
訪
れ
た
り
議
会
議
員

の
先
生
方
や
町
の
職
員
の
皆
さ
ま
と
お
会
い

し
た
り
す
る
機
会
が
度
々
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
私
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
北
ア
ル
プ

ス
が
大
好
き
で
、
高
校
時
代
は
遠
く
に
輝
く

山
々
を
い
つ
も
憧
れ
の
気
持
ち
で
眺
め
な
が

ら
自
転
車
通
学
し
て
い
て
、
ま
さ
か
こ
の
歳

に
な
っ
て
か
ら
北
ア
ル
プ
ス
の
麓
の
池
田
町

で
暮
ら
せ
る
な
ん
て
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
雄
大
な
姿
で
眼
前
に
そ
び
え
立
つ

山
々
の
景
色
を
眺
め
る
と
、
い
つ
も
ウ
キ
ウ

キ
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。

○
池
田
町
の
子
ど
も
と
教
育
に
寄
せ
る
思
い

１
月
４
日
の
仕
事
始
め
に
甕
町
長
よ
り
教

育
長
の
辞
令
を
拝
命
し
、
日
に
日
に
そ
の
責

任
の
重
大
さ
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
が
、
20

代
前
半
に
不
登
校
や
様
々
な
障
が
い
等
を
理

由
に
学
校
の
外
側
で
学
び
成
長
し
て
い
る
子

ど
も
た
ち
と
関
わ
っ
た
経
験
が
原
点
で
あ
る

私
に
と
っ
て
、
再
び
子
ど
も
た
ち
や
先
生
た

ち
と
直
接
お
付
き
合
い
で
き
る
こ
と
は
と
て

も
嬉
し
く
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

池
田
町
は
、
以
前
か
ら
子
ど
も
の
発
達
支

援
や
子
育
て
支
援
の
先
進
地
と
し
て
県
内
外

で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
精
神
を
学

校
教
育
に
も
し
っ
か
り
広
げ
「
0
歳
か
ら
15

歳
ま
で
切
れ
目
な
く
一
人
ひ
と
り
の
子
ど

も
に
寄
り
添
い
、
そ
の
学
び
と
育
ち
を
大

切
に
す
る
」
と
い
う
考
え
を
掲
げ
ら
れ
た
こ

と
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
池
田
町
に
暮
ら
す
全
て
の
子
ど
も
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
能
力
を
活
か
し
、
将
来

に
わ
た
っ
て
幸
せ
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
「
人
生
の
根
っ
こ
」
と
も
言
え

る
誕
生
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の
15
年
間
に

つ
い
て
、
目
先
の
進
路
だ
け
で
な
く
、
子
ど

も
た
ち
が
自
信
た
っ
ぷ
り
に
社
会
に
自
立
し

て
い
く
そ
の
日
ま
で
、
現
場
の
先
生
方
と
保

護
者
の
皆
さ
ま
や
地
域
の
皆
さ
ま
が
一
体
と

な
り
、
地
域
全
体
で
応
援
で
き
る
池
田
町
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
心
か
ら
願
い
ま
す
。

ど
ん
な
子
ど
も
も
、
自
ら
学
び
成
長
す
る

力
を
持
っ
て
い
る
と
私
は
確
信
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
自
己
肯
定
感
や
意
欲
を
大
切

に
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
で
、
学
力
や
体
力
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野

の
力
を
伸
ば
す
こ
と
が
必
ず
で
き
ま
す
。

2
3
0
年
前
の
封
建
時
代
に
も
関
わ
ら

ず
、
男
女
問
わ
ず
全
て
の
子
ど
も
に
学
び
の

チ
ャ
ン
ス
を
与
え
よ
う
と
創
設
さ
れ
た
池
田

学
問
所
の
歴
史
を
受
け
継
ぐ
池
田
町
だ
か
ら

こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
と
社
会
が
注
目
す

る
「
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
こ

と
に
こ
だ
わ
る
」
そ
ん
な
学
校
づ
く
り
を
日

本
全
国
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

私
も
誠
心
誠
意
、
力
の
限
り
を
尽
く
し
ま

す
。
何
卒
、
池
田
町
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

氏
名
：
竹た
け
う
ち内　

延の
ぶ
ひ
こ彦

年
齢
：
52
歳
（
昭
和
42
年
生
ま
れ
）

出
身
：
東
御
市

経
歴
：
筑
波
大
学
と
同
大
学
院
に
て

心
理
学
を
学
ぶ
。
N
P
O
、
企
業
、

行
政
と
様
々
な
立
場
で
、
四
半
世
紀

に
わ
た
り
子
ど
も
の
支
援
や
教
育
に

携
わ
る
。
平
成
23
年
４
月
よ
り
8
年

弱
、
長
野
県
次
世
代
サ
ポ
ー
ト
課
に

勤
務
し
、
主
に
自
然
保
育
（
信
州
や

ま
ほ
い
く
）
の
普
及
と
発
達
障
が
い

等
の
子
ど
も
支
援
の
環
境
整
備
に
携

わ
る
。
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２
月
18
日
か
ら
３
月
15
日
の
間
に
所
得
税
の
確
定
申

告
、
町
県
民
税
の
申
告
受
付
が
行
わ
れ
ま
す
。
申
告
の

必
要
な
方
は
期
間
中
に
必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
は
税
務
署
か
町
の
開
設
す
る
申
告
相
談
会
場
に

て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
次
に
該
当
さ
れ
る
方

は
税
務
署
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

○
新
築
家
屋
等
が
あ
り
、
平
成
30
年
分
か
ら
新
規
に
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
を
申
請
さ
れ
る
方

○
土
地
や
建
物
な
ど
の
売
却
、
株
式
の
売
買
な
ど
分
離

課
税
に
係
る
所
得
の
申
告
を
さ
れ
る
方

○
青
色
申
告
の
方

　

平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
、
池
田
町
に
お
住
ま
い
で

前
年
中
（
平
成
30
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
）

の
所
得
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
申
告
が
必

要
で
す
。

○
２
か
所
以
上
の
事
業
所
等
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受

け
た
方

○
給
与
と
年
金
等
複
数
の
所
得
が
あ
っ
た
方

○
内
職
・
家
事
手
伝
い
・
日
雇
い
等
、
所
得
の
源
泉
徴

収
を
受
け
な
か
っ
た
方

○
雑
損
控
除
・
医
療
費
控
除
・
寄
附
金
控
除
の
各
控
除

を
受
け
よ
う
と
す
る
方

○
農
業
所
得
が
あ
る
方
（
販
売
が
あ
る
農
家
の
方
）

○
年
金
所
得
者
で
、
所
得
税
の
申
告
が
不
要
な
方
の
う

ち
、
町
県
民
税
の
た
め
の
所
得
控
除
が
必
要
な
方

○
前
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た
方
の
う
ち
、
同
世
帯
内

で
税
法
上
の
扶
養
に
と
ら
れ
て
い
な
い
方

※
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
の
合
計
が
４
０
０
万
円

以
下
で
あ
り
、
公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
以
外
の

所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
の
方
は
所
得
税
の
確
定
申
告

書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
に
該
当
す

る
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
方

●
純
損
失
や
雑
損
失
の
繰
越
控
除
な
ど
、
確
定
申
告
書

の
提
出
が
控
除
適
用
の
要
件
と
な
っ
て
い
る
控
除
を
受

け
る
方

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
町
県
民
税
の
申
告

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
税
務
署
で
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方

○
１
か
所
の
事
業
所
か
ら
の
給
与
所
得
の
み
で
年
末
調

整
を
済
ま
せ
た
方

○
同
世
帯
内
で
、
税
法
上
の
扶
養
に
と
ら
れ
て
い
る
方

○
年
金
所
得
の
み
の
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
対
象
者
で
、

年
金
保
険
者
へ
扶
養
控
除
申
告
書
に
て
寡
婦
（
寡
夫
）

申
告
を
さ
れ
た
方

申
告
は
３
月
15
日
ま
で
に

申
告
が
必
要
な
方

◦印鑑
◦給与・年金の源泉徴収票等、収入のわかる資料
◦社会保険料・生命保険料等の領収書または支払証明書
◦個人番号カードまたは個人番号通知カードと身元確認書類（運転免許証・パスポート等）
◦申告者本人の金融機関の口座情報とその届出印（口座振替納税および還付に必要）
《医療費控除がある方》
◦医療費控除の明細書（用紙は役場・税務署・国税庁 HP から取得できます）
《農業所得がある方》
◦農業収支内訳書、領収書・伝票等または帳簿等、固定資産課税明細書
《小作料のある方》
◦固定資産課税明細書、農地流動化利用権設定農地小作料の支払いについて
◦その他申告に必要と思われる書類

申告に必要なもの

町
の
申
告
会
場
で

申
告
す
る
必
要
が
な
い
方

町県民税（住民税）の申告について
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《受付開始時間》午前の部 ８時　午後の部  12 時
※役場玄関の開錠は午前８時です

・相談会場が地区集落センター等から役場会場に変更となった地区がありますので、ご注意ください。
・休日に相談できる日が増えました。定められた日に申告ができず、また、平日は都合が悪いという方

はご利用ください（混雑が予想されますので、平日に相談ができるという方はご遠慮ください）
・所得税の還付申告については、上記の期間前から税務署で申告できます。

申告相談日程表

町県民税に関すること　池田町役場 総務課 課税係　℡ 62-3131
確定申告に関すること　大町税務署　℡ 22-0410

【問い合せ先】

　税務署や申告会場に出向くことなく、インターネットを利用して申告、申請・届出、
納付などの手続きを行うことができます。
　所得税の確定申告に際して書類の添付を省略できますので、ぜひご利用ください。

e-Tax をご利用ください

期日 曜日 申告相談会場 該当地区
午前９時 ～ 午前11時 坂下・渋坂
午後１時 ～ 午後３時 新屋敷・中木戸
午前９時 ～ 午前11時 渋原
午後１時 ～ 午後３時 渋南・渋西
午前９時 ～ 午前11時 内鎌　第１～３
午後１時 ～ 午後３時 内鎌　第４～10
午前９時 ～ 午前11時
午後１時 ～ 午後３時

２月22日 金 午前９時 ～ 午前11時
２月22日 金 十日市場ｱｸﾞﾘｶﾙﾁｬｰｾﾝﾀｰ 午後１時 ～ 午後３時 十日市場・高瀬橋南

午前９時 ～ 午前11時 相道寺・半在家・法道
午後１時 ～ 午後３時 花見・千本木台
午前９時 ～ 午前11時 中島・正科
午後１時 ～ 午後３時 堀の内・正科
午前９時 ～ 午前11時 林中　第１～３
午後１時 ～ 午後３時 林中　第４～７
午前９時 ～ 午前11時 和合
午後１時 ～ 午後３時 広津
午前９時 ～ 午前11時 七五三掛・竹原・陸郷
午後１時 ～ 午後３時 滝中・滝南・滝の台・陸郷
午前９時 ～ 午前11時 定められた日に申告できない人

午前９時 ～ 午前11時
午後１時 ～ 午後３時
午前９時 ～ 午前11時 豊町
午後１時 ～ 午後３時 一丁目
午前９時 ～ 午前11時 吾妻町
午後１時 ～ 午後３時 吾妻町・東町
午前９時 ～ 午前11時 二丁目
午後１時 ～ 午後３時 三丁目
午前９時 ～ 午前11時 五丁目
午後１時 ～ 午後３時 四丁目
午前９時 ～ 午前11時 定められた日に申告できない人

午前９時 ～ 午前11時
午後１時 ～ 午後３時

鵜山・中之郷・南台

（午前中のみ）

（午前中のみ）

定められた日に申告できない人

〃

〃

〃

３月10日 日 〃

３月11日
～15日

月
～金 〃 定められた日に申告できない人

３月７日 木 〃

３月８日 金 〃

３月５日 火 〃

３月６日 水 〃

３月４日 月 〃

３月１日 金 〃

３月２日 土 〃

２月26日 火

２月27日 水

２月28日 木

２月25日 月 池田町役場2階大会議室

２月20日 水 内鎌公民館

２月21日 木
中之郷集落センター

申告相談時間

２月18日 月 渋中公民館

２月19日 火 渋南集落センター

広報いけだ 5



【問い合せ先】健康福祉課 地域包括支援センター　℡ 61-5000

　歳を重ねると物忘れが多くなることは誰にでもあります。池田町では、そのような症状が出てきても

あわてないように、元気世代をはじめ、出かけることに臆病になってきた方や介護をされている方など

誰でも気軽に参加でき、悩みを相談したり情報交換をしたり、お茶を飲みながらゆっくり過ごせる「な

ないろカフェ」を計画しています。参加の申し込みは不要ですので直接会場へお出かけください。

　また、協力してくださる方も募集中です！

■日時　３月２日（土）午前 10 時～午後 1 時 30 分　　

■場所　シェアベース「にぎわい」

■内容　『8 ミリフイルムで回想する昭和の暮らし』ＤＶＤ上演　

　　　　認知症の方との良い接し方、具体的な対処方法など、

　　　　脳トレコーナー、相談コーナー、

　　　　おやき作り（お茶、コーヒー付き )

　　　　参加費 100 円　　

つながれる場所「なないろカフェ」へ、どなたでもどうぞ！

　子育てはいつの時代も大変。懸命に子育てをされている皆さまには頭が下がります。悩みも少なくな
いでしょう。情報が溢れ、迷うこともあると思います。私たち子ども子育て推進室（以下「推進室」）
は、そんな皆さまに顔の見える距離で子育てのお手伝いをするのが主な役割です。
　魔法の杖はありませんが一緒に考えていきたいと思いますので、お気軽にご相談ください。

　今月号から「推進室」がコラムを連載することになりました。よろしくお願いします。
　今回は「推進室」の代表的な役割を紹介させていただきます。

《第１回》「推進室」の代表的な役割

【問い合せ先】健康福祉課 子ども子育て推進室　℡ 61-5000

　これら以外でも気になることがありましたら遠慮なくお声がけください。直接総合福祉センター
やすらぎの郷までお越しいただいても構いませんし、電話での相談もお受けしております。
　次回は、業務の一端を具体的にご紹介します。

・妊婦相談　・子育て相談　・子育て情報の提供
・親のストレス解消法　・祖父母の子育て相談、支援
・不登校児への相談、支援　・自主サークルの育成支援
・転入児家庭支援　・虐待やＤＶの相談
・発達の相談　・障がいのある子の相談、支援
・０～１歳児の母子の関わりを育む助産師による
　「ハローベビークラス」と「赤ちゃんマッサージ」
・親や子どもが集まって、触れ合い、話す場として
　「つどいの広場」の運営

子ども子育て推進室のご紹介

なないろカフェ　オープンします！

広報いけだ 6



冬場に多く出回る野菜ですが、意外なことに原種のタロイモは熱帯アジア原産です（サトイモの

英名は Taro）。日本にはなんとすでに縄文時代に伝わったとされ米より古い主食だったとの説も

あります。山で取れるヤマイモ（自然薯）に対して、里（村）で栽培されることからこの名で呼ば

れるようになりました。

あまり知られていませんが、品種によっても食用とする部分が異なります。煮崩れしにくく煮物

向きの「土
ど だ れ

垂」や早掘り用で小ぶりの「石川早生」は子イモを食し、インドネシアのセレベス島原

産で赤みがあり、ぬめりの少ない「セレベス（大吉・赤芽）」は子イモ・親イモとも食します。葉

柄部分を食べる蓮イモは、すき焼きや鍋物の具材になります。

サトイモといえばなんといってもぬめりが特徴ですが、これはガラクタンという成分によるもの

で高血圧予防やコレステロールを下げる働きが期待されます。茹でた時の吹きこぼれの原因にも

なりますが、塩を加えることで沈殿するので、食塩水で茹でるか

食塩でよく揉んで水洗いした後に煮ると吹きこぼれにくくなりま

す。煮物や汁物など和食がお馴染みですが、ソテーやグラタンも

おすすめですよ。

次回３月号は最終回「野菜の愉しみ方」を紹介します。

第 21 回「サトイモ」～ぬめりの秘密～

特有のぬめりはガラクタンによるもの

《「食育推進計画」推進中！毎月 19日は“食育の日”》

〈連載コラム〉野菜は愉しい！ 野菜ソムリエ　鈴木 俊輔

広報いけだ 7

【問い合せ先】健康福祉課 健康増進係　℡ 61-5000

■材料 （４人分）
・サトイモ　400 ｇ	 ・ピザチーズ　100 ｇ
・ベーコン　60 ｇ	 ・マヨネーズ　大さじ３
・ニンニク　１片	 ・コショウ　少々
・オリーブ油　大さじ１	 ・パセリ　少々

■作り方
１．フライパンでみじん切りにしたニンニクをオリーブ油で香りが立つまで炒める。
２．１に皮をむいて５mm 幅の半月切りにしたサトイモと１cm 幅に切ったベーコンを加え炒める。
３．ベーコンに焦げ色が付いたらＡを加えてフタをする。時々かき混ぜる。
４．サトイモがやわらかくなったらグラタン皿に移して、全体にコショウとマヨネーズをかけピザ

チーズをのせてオーブンで20分加熱。チーズに焦げ目が付いたら、パセリをふりかけて完成。

《関連レシピ》サトイモの味噌グラタン

牛乳　300ml
味噌　大さじ１Ａ [
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浅原六朗文学記念館では、浅原六朗が形式にとらわれない自由な俳句「人間俳句」を提唱したことにちな

み、毎年	町内の児童・生徒の皆さんより、自由な発想でつくる「短歌・俳句・詩」の作品を募集しています。

今年度も池田俳句会と池田町短歌同好会が審査を行い、入選作品は池田町書道会によって毛筆で短冊や
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『子どもがつくる短歌 ･俳句 ･詩』入選作品
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難
場

所
お

よ
び

指
定

避
難

所
に

ザ
・

ビ
ッ

グ
信

州
池

田
店

様
、
ツ

ル
ヤ

池
田

店
様

、
ア

ー
ト

梱
包

運
輸

株
式

会
社

様
（

セ
コ

ニ
ッ

ク
㈱

様
跡

地
）
が

追
加

さ
れ

ま
し

た
。
ア

ー
ト

梱
包

運
輸

株
式

会
社

様
の

建
物

は
、
水

災
害

時
に

も
避

難
が

可
能

で
す

。
　

ま
た

､
福

祉
会

館
の

廃
止

に
伴

い
、

平
成

30
年

11
月

１
日

か
ら

半
在

家
､
法

道
､
千

本
木

台
､
相

道
寺

､
花

見
､
陸

郷
地

区
の

皆
さ

ん
の

指
定

避
難

所
等

が
池

田
小

学
校

､
会

染
小

学
校

に
そ

れ
ぞ

れ
変

更
と

な
り

ま
し

た
。

　
平

成
31

年
１

月
現

在
の

避
難

場
所

・
避

難
所

一
覧

を
お

示
し

し
ま

す
の

で
、

ご
家

庭
で

掲
示

す
る

な
ど

し
て

、
有

事
の

際
の

指
定

緊
急

避
難

場
所

等
の

確
認

を
お

願
い

し
ま

す
。

指
定

緊
急

避
難

場
所

・
指

定
避

難
所

一
覧

（
平

成
31年

１
月

現
在

）
家

庭
掲

示
用
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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落
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○
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○
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○
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○
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輸
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会
社

○
○

○

ア
ー
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梱

包
運

輸
株

式
会

社

総
合

体
育

館
○

○
○

所
難
避

定
指

名
区

地
災
害
事
由

花
見

会
染

小
学

校

陸
郷

滝
沢

田
の

入

滝
の

台

林
中

指
定
緊
急

避
難
場
所

地
区

指
定

な
し

和
合

内
鎌

安
曇

養
護

学
校

渋
南

会
染

保
育

園
十

日
市

場

高
瀬

橋
南

鵜
山

池
田

町
創

造
館

中
之

郷
池

田
町

立
美

術
館

南
台

※
被

害
状

況
に

よ
り
遺

体
安

置
所

等
に
変

更



１
　

用
語

の
解

説
《

指
定

緊
急

避
難

場
所

》
被

害
が

差
し

迫
っ

た
状

況
や

災
害

発
生

時
に

お
い

て
、

緊
急

的
に

避
難

し
、

身
の

安
全

を
確

保
す

る
場

所
で

す
。

洪
水

、
土

砂
災

害
、

地
震

等
の

災
害

種
別

ご
と

に
指

定
し

て
い

ま
す

。
《

指
定

避
難

所
》

指
定

避
難

所
は

、
災

害
の

危
険

性
が

あ
り

、
避

難
者

を
災

害
の

危
険

性
が

な
く

な
る

ま
で

の
必

要
な

間
、

滞
在

す
る

避
難

所
で

す
。

ま
た

、
災

害
に

よ
り

家
に

戻
れ

な
く

な
っ

た
方

が
、

一
時

的
に

滞
在

す
る

た
め

の
施

設
で

す
。

２
　

表
の

見
方

　
緊

急
的

に
避

難
す

る
場

所
は

、
災

害
事

由
に

よ
り

○
の

施
設

ま
た

は
場

所
へ

避
難

し
て

く
だ

さ
い

。
洪

水
△

は
池

田
町

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

基
準

と
し

て
、

浸
水

想
定

区
域

で
も

安
全

な
構

造
で

浸
水

想
定

以
上

の
高

さ
ま

た
は

階
を

有
し

、
避

難
が

可
能

で
あ

る
場

合
等

は
、

△
と

し
て

い
ま

す
。

×
の

場
合

は
、

避
難

に
適

さ
な

い
の

で
○

の
指

定
緊

急
避

難
場

所
へ

避
難

し
て

く
だ

さ
い

。
　

地
区

名
ご

と
指

定
し

て
い

ま
す

が
、

必
ず

し
も

上
表

の
場

所
へ

避
難

を
指

定
す

る
も

の
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
　

特
に

地
震

の
場

合
の

緊
急

避
難

は
、

各
地

区
最

下
段

の
学

校
の

グ
ラ

ウ
ン

ド
や

広
場

へ
の

避
難

と
な

り
ま

す
が

、
日

頃
か

ら
避

難
場

所
や

災
害

時
の

行
動

を
家

族
で

決
め

て
お

い
て

く
だ

さ
い

。
※

避
難

勧
告

等
の

発
令

に
よ

る
場

合
は

、
指

定
緊

急
避

難
場

所
を

指
示

し
ま

す
。

災
害

状
況

に
よ

り
避

難
場

所
変

更
の

指
示

も
あ

り
ま

す
。

【
問

い
合

せ
先

】
総

務
課

 消
防

防
災

係
　

℡
62-3131
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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体
育

館
○

○
○

所
難
避

定
指

名
区

地
災
害
事
由

花
見

会
染

小
学

校

陸
郷

滝
沢

田
の

入

滝
の

台

林
中

指
定
緊
急

避
難
場
所

地
区

指
定

な
し

和
合

内
鎌

安
曇

養
護

学
校

渋
南

会
染

保
育

園
十

日
市

場

高
瀬

橋
南

鵜
山

池
田

町
創

造
館

中
之

郷
池

田
町

立
美

術
館

南
台

※
被

害
状

況
に

よ
り
遺

体
安

置
所

等
に
変

更



【問い合せ先】企画政策課 町づくり推進係　℡ 62-3129

　町では、家庭において重度の要介護高齢者または重度心身障害者の介護をしている方（介護をしてい

た方）に対して、介護者の孤立化の防止及び負担軽減を図り、心身共に健康に留意しながら介護に従事

できるよう支援することを目的に、在宅介護者給付金を支給します。

■申請方法■
　町で把握している対象介護者には１月中に
「池田町在宅介護者給付金受給資格認定申請
書」を送付しますので、必要事項を記入し、
提出してください。
　町から申請書類が届かないが、要件に該当
する方や不明な方は健康福祉課にお問い合わ
せください。

【問い合せ先】健康福祉課 地域包括支援センター　℡ 61-5000

■支給概要■
○給付額　要介護者１人につき年３万円

要介護者の健康診断書を提出し、必
要に応じて町の保健師からの指導に
応じていただける方は加算額３千円

○支給日　平成 31 年３月
○申請期間

平成 31 年２月１日～２月 28 日

■対象となる介護者■
　次のいずれかの要件に該当する状態で、要介護者を基準日（平成 30 年 12 月 31 日）前１年間に
６か月以上在宅にて介護していた介護者（入院、施設入所期間などは除きます）
≪要介護者の要件≫
　①重度介護高齢者　65 歳以上の要介護４～５または認知症自立度Ⅲ以上の認定者
　②重度心身障害者　特別障害者手当の受給者または障害児福祉手当の受給者　

池田町には 33 の自治会があり、まちづくりの大きな役割を果たしていただいています。このコーナー
では毎回１つの自治会をピックアップし、その特徴的な活動などを自治会パートナーが紹介します。

中島自治会パートナー 　片瀬好美自治会活動紹介⑨ 中島自治会

在宅介護者に給付金を支給します

　中島地区では、毎年１月上旬に「鳥追い」が行われていま

す。「鳥追い」とは、苗代を荒らすカラスや稲穂を食べるス

ズメなどを追い払おうとするもので、害鳥から田畑を守るこ

とにより農作物の豊作を願う伝統行事です。小学生とその保

護者、自治会の皆さんが拍子木をたたき「いちにこ	ににこ	

さんにこ	さくら♪」と鳥追唄を歌いながら地区の中を歩い

て回ります。まだ薄暗く、寒さの厳しい朝に子どもたちの元

気な声が響き渡ります。

　子どもたちが地区の行事に積極的に参加することにより、

自分の住む地域のことを知り、地域の人達と関わる良い機会

となっています。「鳥追いも少しずつ昔とは変わってきてい

るけれども、子どもたちが地域に愛着を持ち、地域の絆を深

める場になっている。中島地区の大切な行事として、これか

らも続いていってほしい」と語る地域の皆さんの笑顔が印象

的でした。

拍子木を手に準備 OK ！

元気に歌いながら歩きます

広報いけだ 12



「桑ひろつ」始動！「蚕のまゆでランプシェードづくり」
担当：産業振興課花とハーブの里推進係　森本健太郎

《第 12 回》
南台ゆうゆうくらぶ世話人代表・池田俳句会代表

石
いしはら

原　孟
たけし

さん（南台）

地域おこし協力隊員が日々の活動や生活を通じて
知り合った、町内で活躍している人を紹介します

私が出会ったキーパーソン

　石原さんは「南台ゆう

ゆうくらぶ」や「池田俳

句会」で活躍しています。

　「南台ゆうゆうくらぶ」

は、高齢者の親睦を目的

に、池田町社会福祉協議

会の助成と南台自治会の

支援を受け、南台地区で

平成８年から活動するボランティア組織です。平成

25 年から石原さんは４代目世話人代表として組織

運営を担っています。

　また、池田俳句会では代表を務め、毎月第４金

曜日に定例で句会の開催や広報いけだに隔月掲載

する「今月の俳句」の選者を務めるなど精力的に

活動しています。

　池田町芸術文化週間中の 10 月 30 日に、池田

俳句会が広く参加者を募集して「公開！俳句工

房」を開催しましたが、私は運営を手伝いまし

た。そのときに石原さんには大変お世話になり、

それがきっかけで私は俳句に触れ、一瞬の美しい

風景を切り取り、それを短い言葉で表現する俳句

の凄さや奥深さを感じることができました。

　地域活動と俳

句に情熱を注ぐ

石原さん。今後

も変わらず強い

情 熱 を 持 ち 続

け、一層のご活

躍を期待します。

担当：生涯学習課生涯学習係　小林	駿友

荻
おぎわら

原井
せいせんすい

泉水の句碑前で
石原さん（写真左）と小林

多様なハーブを楽しめるのが池田町の魅力ですが、特に代表する３種のハーブ「ラベンダー・カモミール・
桑」のうち、今回は桑を活用した新たなプロジェクトを紹介します。

◆「桑ひろつ」とは？
　養蚕が盛んだった池田町。かつて山間部には美しい桑
畑が広がっていました。時代は流れ、養蚕は衰退。桑農
家は徐々に減り、桑畑は荒廃する一方です。
　そんな中、昨年 10 月に山

やまざきよしまさ

﨑嘉政さん（菅の田）を中
心に総勢 15 人のメンバーが結集し、
　「美しい桑畑が広がる景観を子どもたちに残したい」
→「でも、再生だけじゃ管理できず、衰退していくだけ」
→「継続できる仕組みと人が必要だよね」
→「そのために、新しい活用法を見出すフィールドとし
てハーブ園と桑畑を融合させた新しい観光拠点を作ろう
じゃないか」
と立ち上がったのが「桑ひろつ」です。
　今後、ハーバルヘルスツーリズムの拠点としての活用
や、養蚕や桑茶づくりの体験型観光のコンテンツ充実な
どに取り組んでいきます。

◆蚕のまゆでランプシェードづくり
　昨年12 月、信州大学繊維学部名誉教授の
金
かねかつれんすけ

勝廉介先生を講師に、親子で楽しめるクラフ
ト教室を開催しました。40人の親子が参加され、
熱い湯に浸したお蚕さまの「まゆ」から絹糸を
取り出し、直接風船に巻きつけてランプシェー
ドを形づくりました。糸の先端を探すのが難し
かったですが、夢中で作業を楽しんでいました。
　今後も楽しい取り組みをしていきますので楽
しみにしていてください。

みんな糸巻きに夢中！ いい仕事してますねぇ

 № 48
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■
池
田
ミ
ニ
バ
ス
、
あ
づ
み
野
杯
優
勝
！

　

池
田
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
男
子
）

が
、
12
月
８
・
９
日
に
安
曇
野
市
で
開
催
さ
れ
た

第
34
回
あ
づ
み
野
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

に
て
４
年
ぶ
り
３
回
目
の
優
勝
を
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
中
信
地
区
の
小
学
生
男
女
10
チ
ー
ム

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
で
は
、
県
大
会
予
選
時
に
敗
れ
た
県
３

位
の
強
豪
、
塩
尻
北
を
相
手
に
54
対
46
で
勝
利

し
、
雪
辱
を
果
た
し
ま
し
た
。

■
ス
ポ
ー
ツ
報
奨
金
に
つ
い
て

　

池
田
町
で
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
目
的
に
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
（
北
信
越
等
）
以
上
の
規
模
の
大
会
に
参

加
す
る
方
を
対
象
に
報
奨
金
を
支
給
し
て
い
ま

す
。
（
対
象
は
当
該
年
度
内
の
大
会
に
限
る
）

今
年
度
は
１
月
１
日
現
在
、
延
べ
20
組
45
名
か
ら

申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

以
下
申
請
者
さ
れ
た
方
の
紹
介
で
す
。
【
競
技

名
】
氏
名
の
順
で
記
載
。
（
敬
称
略
）

　
【
空
手
】
竹
内
絃
喜
、
藤
井
奈
々
寧
、
藤
井
雄
伍
、

中
山
優
月
、
荒
井
宥
哉

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】
酒
井
繁
雄
、
内
山
正
、　
　

　

勝
野
一
子
、
矢
口
勲
、
伊
藤
恵
美
子

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】
下
里
鼓
、
高
橋
銀
心

【
陸
上
】
片
瀬
賢
斗

【
バ
ス
ケ
】
中
山
珠
緒
、
塩
原
一
矢
、
荒
井
智
哉

【
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
】
川
嶋
す
ず
菜

【
卓
球
】
山
﨑
若
菜

【
バ
レ
ー
】
田
中
健
太
、
藤
根
汰
一
、
三
澤
由
佳

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】
降
籏
久
美
子
、
島
下
美
香
、

薄
井
直
子
、
曽
根
原
葉
子
、
山
下
ひ
か
り
、

福
島
美
音
、
舟
木
彩
菜
、
赤
羽
南
美
、
赤
羽
穂
乃

花
、
荒
井
春
香
、
荒
井
梨
沙
、
内
山
真
依
、
市
川

由
季
、
矢
口
茉
友
子
、
曽
根
原
葉
月

【
サ
ッ
カ
ー
】
内
川
尊
文

【
野
球
】
松
田
真
一

【
問
い
合
せ
先
】

　

総
合
体
育
館　

℡
62
‐
７
６
５
４

３月 2 日 ( 土 ) 午前９時～
池田町公民館	
囲碁【小学４年生～中学３年生の部】【一般の部】
将棋【小学４年生～中学３年生の部】【一般の部】
麻雀【一般の部のみ】
・優勝～３位まで賞状賞品・全員に参加賞・入賞者は公表予定
無　料
２月 22 日 ( 金 )
どなたでも
※飛び入り参加はご遠慮願います。
※応募者多数の場合は先着順とし、人数制限の可能性があります
池田町公民館　℡ 62-2058

日　　時
場　　所
部　　門

賞　　等
参 加 費
申込締切
参加資格
注意事項

申込先

第 48 回池田町囲碁 ･ 将棋 ･ 麻雀大会
出 場 者 募 集

　日頃の練習成果を発揮しましょう！初めての方も大歓迎です。
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☆開館時間　　火・・・・・・・午後１時～午後６時
　　　　　　　水・木・金・・・午前 10 時～午後６時
　　　　　　　土・日・・・・・午前 10 時～午後５時
☆２月の休館日　　　　　　　４・11・18・25・26 日

（26 日は月末館内整理休館です）

新図書館への移転に伴う休館について

来年度、地域交流センター内に移転するため、
約半年の間、休館させていただきます。現在の図
書館は、5 月 5 日 ( 日 ) をもって、閉館します。新
しい図書館の開館は、11 月頃を予定しています。

移転に伴い、約 7 万冊の資料の点検、整美、デー
タ変更、移動などの作業が必要になるため、長期
間の休館となります。利用者の皆様には、大変ご
迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願い
します。

その他の新着書
帰去来 大沢在昌
ピーク 堂場瞬一
女警 古野まほろ
テレビ探偵 小路幸也
伊丹十三選集 1 伊丹十三
東海道ふたり旅 池内紀
金の鳥 さかたきよこ
金栗四三 佐野慎輔
ゆきのよるに いもとようこ

この地上において私たちを満足
させるもの　　　　乙川優三郎
絵本作家のブルース
　　　　　　　　　長谷川義史
いい女、ふだんブッ散らかして
おり  　　　　　  　阿川佐和子
子どもがダイエットに一生悩ま
なくなる食事法　　　牧野直子
そらのうえのそうでんせん
　　　　　　　　　　　鎌田歩

クリス・スー　絵 
バリー・
ウィッテンシュタイン　文

（光村教育図書）
誰でも自分で貼れる救急
ばんそうこうの誕生物語
が絵本になりました。

アントワーヌ・ローラン 著
吉田洋之 訳

（新潮社）
舞台は1980年代。時の大
統領がブラッスリーに置
き忘れた帽子は、持ち主
が変わる度に彼らの人生
に幸運をもたらしてゆく。

新 着 書 ピ ッ ク ア ッ プ

ミッテランの帽子

清水 勲 著
猪俣 紀子 著

（ミネルヴァ書房）
漫画本が日本に登場し
た 1720 年から現代に至
る300 年間の代表作を
豊富な図版と共に紹介。

日本の漫画本300年
「鳥羽絵」本からコミック本まで

「いたいっ!」がうんだ大発明
ばんそうこうたんじょうものがたり

【問い合せ先】北アルプス展望美術館（池田町立美術館）　℡ 62-6600

◆「収蔵作品展」

会期：平成 31 年 3 月 1 日（金）～	3 月 24 日（日）

観覧料：一般 400 円、高大生 250 円

　　　　中学生以下無料

◆「塩入久展－四季を彩る木版画の世界－」
会期：平成 31 年 4 月 6 日（土）～	6 月 23 日（日）

観覧料：一般 600 円、高大生 500 円

　　　　中学生以下無料

塩入	久「春告」

予告 3月1日から「収蔵作品展」　4月6日から「塩入久展」　開催

広報いけだ 15
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デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
・
高
大
連
携

課
題
研
究
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た　

　

１
月
18
日
（
金
）
午
後
０
時
45
分
よ
り
、
本
校
視
聴
覚
室

に
て
電
気
情
報
シ
ス
テ
ム
科
の
「
２
０
１
８
デ
ュ
ア
ル
シ
ス

テ
ム
・
高
大
連
携
・
課
題
研
究
発
表
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

発
表
す
る
3
年
生
は
、
緊
張
し
た
様
子
を
見
せ
な
が
ら
も

自
分
た
ち
で
作
っ
た
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
た
り
、
作
品

を
見
せ
た
り
し
な
が
ら
1
年
間
の
研
修
・
研
究
で
得
た
成
果

を
分
か
り
や
す
く
丁
寧
に
発
表
を
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
機
械
科
・
建
築
科
も
含
め
27
名
の
生
徒
が
デ
ュ

ア
ル
シ
ス
テ
ム
に
参
加
し
、
各
企
業
、
団
体
、
諏
訪
東
京
理

科
大
学
で
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

普
段
の
学
校
の
授
業
で
は
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
研

修
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
受
け
入
れ
先
の
皆
さ
ま
に

温
か
く
支
え
て
い
た
だ
き
、
1
年
間
を
通
し
て
人
間
的
に
も

成
長
で
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
・
高
大
連
携
の
発
表
会
は
、

2
月
21
日
（
木
）
の
午
後
１
時
か
ら
池
田
町
公
民
館
ホ
ー
ル

で
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
来
年
度
の
池
工
版
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
は
12
の
企

業
・
団
体
様
に
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
、
29
名
の
生
徒
が
参

加
予
定
で
す
。

　

来
年
度
も
池
田
工
業
高
校
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

Vol.80

企業･団体･大学名(50音順・敬称略) 研究・発表題目

ていつに作製型模さずあ社会式株業工田赤

ていつに流交や験体の祉福会議協祉福会社町田池

ていつにスンナテンメの機紡精所績紡藤近社会式株

作制ムラグロプ XOB御制転運さずあ機電ろくばつ社会式株

告報修研造酒渓雪大社会式株造酒渓雪大

告報修研合組同協業農北大合組同協業農北大

富士電機パワーセミコンダクタ株式会社 シーケンス制御(卓上型三軸ロボット)

かほトステンコりくづのも店務工山中

株式会社荻窪金型製作所 荻窪金型製作所研修報告

告報修研社会式株工精口小社会式株工精口小

社研修報告会式株工精田黒社会式株工精田黒

ラズベリーパイの赤外線センサ式カウンタ

PICを使った電子工作
諏訪東京理科大学

株式会社つばくろ電機での実習の様子 発表の様子

2 月 21 日（木）池工版デュアルシステム・高大連携研究　発表内容



【問い合せ先】町民活動サポートセンター（池田町公民館内）　℡ 62-2058

町民活動団体一覧表⑥　～スポーツ～

消防署だより 北アルプス広域南部消防署　℡６２－０１１９

　

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に

　

気
を
付
け
ま
し
ょ
う

　

皆
さ
ん
は
「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
？

　

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
は
、
急
激
な
温
度

変
化
に
よ
り
体
が
受
け
る
影
響
の
こ
と
を

言
い
ま
す
。 

浴
室
と
脱
衣
室
、
ト
イ
レ

な
ど
温
度
変
化
の
激
し
い
場
所
を
移
動
す

る
こ
と
で
血
圧
が
急
変
し
、
脳
梗
塞
や
心

筋
梗
塞
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

日
本
で
の
入
浴
中
の
急
死
者
数
は
諸
外
国

と
比
べ
て
高
く
な
っ
て
お
り
、
そ
の
理
由

は
日
本
人
特
有
の
肩
ま
で
お
湯
に
浸
か

る
文
化
に
加
え
、

浴
室
と
脱
衣
所

の
温
度
差
で
あ

る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

全
国
で
は
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
が
原
因
で
、

年
間
約
１
万
９
千
人
の
方
が
入
浴
中
に
死

亡
し
て
い
ま
す
。
そ
の
数
は
交
通
死
亡
事

故
の
４
倍
と
言
わ
れ
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
が
自
宅
で
亡
く
な
る
原
因
の
４
分
の
１

が
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
る
と
い
う
調
査

結
果
が
出
て
い
ま
す
。　

要
因
の
多
く
は
、
脱
衣
所
の
温
度
が
低

い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
熱
い
お
湯
や
一
番

風
呂
を
好
む
方
、
首
ま
で
湯
船
に
つ
か
る

方
な
ど
が
特
に
な
り
や
す
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
持
病

を
持
っ
て
い
る
方
の
リ
ス
ク
も
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク

を
防
ぐ
こ
と
が
出
来
る
の
か
、
注
意
点
を

い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
洗
面
所
・
脱
衣
所
・
ト
イ
レ
に
暖
房
器

具
を
置
き
、
部
屋
ご
と
の
温
度
差
を
で
き

る
だ
け
少
な
く
す
る
。

②
い
き
な
り
熱
い
お
湯
に
入
ら
ず
、
頭
や

体
を
洗
う
な
ど
、
シ
ャ
ワ
ー
を
し
て
か
ら

湯
船
に
入
る
。

③
お
風
呂
の
温
度
は
ぬ
る
め
に
し
、
肩
ま

で
浸
か
ら
ず
半
身
浴
に
す
る
。

④
食
後
や
空
腹
時
に
お
風
呂
に
入
ら
な
い
。

入
浴
前
の
飲
酒
は
厳
禁
で
す
。

⑤
家
族
に
声
を
か
け
て
か
ら
風
呂
に
入
る
。

大
切
な
家
族
を
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
か
ら

守
る
た
め
に
も
、

日
頃
か
ら
各
家

庭
で
の
予
防
と

対
策
を
取
る
よ

う
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

今回はスポーツ関係の団体を紹介していきます。活動を探している方や気になる活動のあった方
は、サポートセンターにお問い合わせください。
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そうだ、町民活動サポートセンターを利用してみよう。

集募規新費会所場動活容内動活名体団

社交ダンスクラブ 練習、大会参加等 毎週火曜日 午後６時30分～９時 町公民館 月3, 000円 ○

池田町サッカー
スポーツ少年団 練習、大会参加等 毎週

火・木・土曜日
午後６時～７時30分
午前９時～12時 会染小 年14, 000円 ○

池田ミニバスケット
ボールクラブ 練習、大会参加等 毎週金・土曜日 午後６時30分～８時30分

午後１時～５時30分
【金】会染小
【土】池田小 年7, 000円 ○

バスケットボール
クラブ 練習、部活動指導等 毎週木曜日 午後７時～９時 総合体育館 年5, 000円 ○

ママさんバレ－ボール
クラブ

練習、大会参加、
審判等 毎週木曜日 午後７時30分～９時 総合体育館 年6, 000円 ○

なでしこ
ソフトバレーボール 時９～分03時７後午日曜金週毎習練 総合体育館 年5, 000円 ○

バレーボールチーム
フォルテシモ 時９～時７後午日曜水週毎習練 総合体育館 月1, 000円 ○

池田町野球連盟 早起き野球大会の開催 平日朝
（４～７月） 午前５時～７時 農村広場等 チーム

による ○

池田町少年野球連盟 野球の練習・試合等 毎週日曜日 午前８時30分～
午後３時30分

高瀬中
池田・会染小 年10, 000円 ○

あづみ野アイリス 女子ソフトボールの
練習・試合等 毎週日曜日 午前９時～11時 高瀬中

池田小等 月1, 000円 ○

ソフトボールクラブ 大会参加・審判等 農村広場 年2, 000円 ○

活動日時

大会、準備・審判（５～９月、随時）



アート梱包運輸㈱様と災害時の協定

　災害時における避難所等としての施設利用に

関する協定を締結しました。

　現在町には、10 か所の指定避難所がありま

すが、水災害時に有効な避難所として、アート

梱包運輸㈱様の事業所（鉄筋コンクリート３階

建て）への避難が可能となりました。

　その他の災害であっても敷地内にある駐車場

や緑地への避難も可能です。

※指定緊急避難場所および指定避難所一覧表

は10-11ページに掲載のほか、町ホームペー

ジからダウンロードも可能です。

松本山雅 FC 優勝シャーレ公開

　１月 15 日、今シーズンからサッカー J １

リーグに参戦する松本山雅 FC のマスコット

のガンズくんが役場を訪れ、ホームタウンで

ある池田町の皆さんに見ていただきたいと昨

シーズン獲得した J ２リーグの優勝シャーレ

やトロフィーを甕町長に手渡しました。

　16 日まで庁舎に展示したのち、17 日から

20 日は「シェアベースにぎわい」でも展示

を行い、多くの方にご覧いただくことができ

ました。
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（
池
田
町
短
歌
同
好
会
選
）

十
二
種
の
刺
身
を
乗
せ
て
飯
隠
す
海
鮮
丼
食
む
北
陸
の
旅

磯
谷
留
美
子
（
滝　

沢
）

夜
を
こ
め
て
降
り
し
か
朝
の
庭
の
辺
を
ふ
ん
わ
り
被
ひ
淡
雪
の
積
む

小
林　

栄
子
（
四
丁
目
）

手
を
す
べ
る
シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
の
浴
室
に
鎌
首
も
た
ぐ
る
コ
ブ
ラ
の
ダ
ン
ス

斉
藤　

恵
子
（
滝　

沢
）

狭さ
に
わ
べ

庭
辺
の
も
み
じ
葉
数
枚
ひ
ろ
い
き
て
押
し
葉
を
せ
ん
と
広
辞
苑
開
く

酒
井　

鈴
子
（
吾
妻
町
）

色
と
り
ど
り
豊
か
に
咲
き
し
花
々
は
露
霜
浴
び
て
伏
し
末す

え
か枯

る
る

綱
島
か
つ
江
（
二
丁
目
）

五
十
余
年
タ
ン
ス
に
眠
り
し
絹

き
ぬ
こ
ろ
も衣

終
活
に
む
け
処
分
の
決
意中

沢　

恵
（
十
日
市
場
）

風
知
草
の
緑
葉
そ
の
ま
ま
金
色
に
枯
れ
さ
ら
さ
れ
て
冬
日
に
揺
る
る

平
林　

芳
子
（
一
丁
目
）

画
家
と
し
て
俳
人
と
し
て
歩
み
き
し
友
は
忽
然
と
旅
立
ち
ゆ
け
り

村
山
み
ち
子
（
三
丁
目
）

※
今
月
の
投
稿
作
品
８
首
。
掲
載
順
は
氏
名
五
十
音
順

※
作
者
の
意
図
に
よ
り
、
あ
え
て
ふ
り
が
な
を
ふ
ら
な
い
場
合
等
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

４月号掲載短歌募集
はがきに作品 1 点を記入し、

２月末日までに投稿してくだ

さい。作品には①地区名②氏

名③電話番号④中学生以下の

方は学校名と学年を明記して

ください。投稿多数の場合は、

選者により選考（10 首以内）

して掲載します。なお、選者

により語句の訂正等をさせて

いただく場合がありますので、

ご了承ください。

■あて先	

　〒 399-8696（住所不要）

池田町役場	総務課	総務係

℡ 62-3131



間時付受時日容内

)月(日52月2れま生月21年03成平談相児育児月か２ 午前９時45分～10時00分

)回初()月(日4月2れま生月11年03成平室教子母月か３ 午前９時20分～９時30分

４～５か月児健診 平成30年9月、10月生まれ

７～８か月児健診 平成30年6月、7月生まれ

１歳３か月児育児学習会 )月(日81月2れま生月11年92成平 午前９時45分～10時00分

離乳食教室 平成30年5月、7月、9月生まれ 2月26日(火) 午前９時15分～９時30分

赤ちゃんマッサージ １か月健診終了後～７か月くらいまで 2月12日(火)・25日(月) 午前10時15分～10時30分

予防接種 )水(日02月2方たけ受を知通らか町合混んし風・んし麻 午後０時45分～１時15分

乳幼児
健診等

乳幼児健診・予防接種等のお知らせ 会場・連絡先：保健センター(やすらぎの郷内)　TEL 61-5000
※お子さんの具合が悪くなった等都合で来られない方は電話連絡をお願いします

午後１時00分～１時15分2月27日(水)

対象児・対象者

　成年後見制度とは、認知症や障がい
等の理由で、判断能力が不十分な方の
権利と財産を守る制度です。この講演
会では、「成年後見制度」の内容や利
用する際のポイントについて分かりや
すく説明します。実際に池田町社協の
権利擁護事業から成年後見制度の利用
につながった当事者の声に耳を傾けま
す。
　参加費は無料です。この機会に学ん
でみませんか。

●日時
　２月 19 日（火）
　午後 1 時 30 分～午後 2 時 30 分
●場所
　総合福祉センターやすらぎの郷
　２階　大会議室
●講師

守屋幹雄　社会福祉士（合同会社ア
イエル）
西牧斉さん（当事者）
山口　なほ子　社会福祉士（池田町
社協）

※申し込みは不要で、どなたでも参
加できます。
【問】健康福祉課 福祉係 ℡ 61-5000
　

　行政相談とは行政に対する苦情や意
見、要望等町民の皆さまからお聴きし
て、その解決や実現を図る制度です。
相談は無料で秘密は固く守られます。
●日時
　２月 20 日（水）
　午前９時～正午
●場所
　総合福祉センターやすらぎの郷
　相談室（西側）
●行政相談委員　松田親人
【問】総務課 総務係　℡ 62-3131

　池田町担当の人権擁護委員として、
宮
みやざわきよみ

澤陽美さん（三丁目）が法務大臣よ
り委嘱されました。
　 人 権 擁 護 委 員
は、国民の基本的
人権が侵犯される
ことがないように
監視し、もし、こ
れが侵犯された場
合には、その救済
のため、すみやかに適切な処置をとる
とともに、常に自由人権思想の普及高
揚に努めることをその使命としていま
す。
　任期は平成 31 年１月１日から３年
間です。
【問】住民課 住民係　℡ 62-2203

　町では、町内の事業所の
協力で電柱取付型の「避難
場所誘導看板」の設置を推
進しています。災害発生時
に、町民や観光客の方等が
最寄りの避難場所に避難で
きるようにするためのもの
です。
　事業所の皆さんは、取り
組みにご理解とご協力をお
願いします。
　町民の皆さんは、日頃から避難場所
を確認し、いざという時に速やかに避
難できるよう心掛けましょう。
【問】総務課 消防防災係 ℡ 62-3131

　行政書士会では、毎年２月 22 日を
「行政書士記念日」と定め、全国一斉
に広報活動などを実施されています。
　長野県行政書士会松本支部ではこの
活動の一環として、無料相談会を実施
します。

●日時
　２月 14 日（木）
　午前 10 時～午後３時
●場所

安曇野市役所　211、212、213、
214 号室

●相談内容
相続手続、遺言手続、農地転用手
続、会社・法人設立手続など

【問】長野県行政書士会松本支部
　　　℡ 0263-33-7166

当事者から学ぶ！
自分らしく暮らしていくための

「成年後見制度」講演会

新しい人権擁護委員のご紹介

行政相談 「避難場所誘導看板」の
設置を推進しています

行政書士による無料相談会
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期　　日 医療機関名 電話番号

医
　
　
　
科

2 月 　3 日（ 日 ）
池田・松川 西森整形外科 61-1700
大町市内 最上整形外科クリニック 23-3300

2 月1 0日（日）
池田・松川 あづみ病院 62-3166
大町市内 菊地クリニック 21-2580

2 月1 1日（ 月）
池田・松川 太田医院 62-1010
大町市内 横澤内科医院 22-0371

2 月1 7日（日）
池田・松川 松本クリニック 61-5151
大町市内 平林医院 22-2525

2 月2 4日（日）
池田・松川 せりざわクリニック 62-3000
大町市内 市立大町総合病院 22-0415

北アルプス平日夜間　小児科・内科救急センター
大町文化会館隣「フレンドプラザ大町」1F

毎週月～土19時～21時
26-6199

診
療
時
間

■医　科　　午前9時　～　午後5時  
■歯　科　　午前9時　～　正午（要事前連絡　受付時間午前9時～午前11時）

■薬　局　　午前9時　～　午後5時30分

期　　日 医療機関名 電話番号

歯 

　
　
科

２月　３日（日） 金子歯科医院 23-2200
２月10日（日） 丸山歯科クリニック 62-0648
２月11日（月） いとう歯科医院 62-8880
２月17日（日） 横澤歯科医院 22-1343
２月24日（日） にこにこデンタルクリニック 23-5612

期　　日 薬　局　名 電話番号

薬
　
　
　
局

2月　3日（日） すみれ薬局 85-2061

2月10日（日）
キムラ薬局 62-5210
池田土屋薬局 61-5021
フロンティア薬局安曇野店 61-5500

2月11日（月） 白樺薬局 62-0010

2月17日（日） 内川薬局板取 62-9912

2月24日（日） 松川とをしや薬局 61-1527

■2月の主な行事
期　　日 行　事　名

2月　8日（金） 安曇養護学校　アルプス校外販売（9日まで）
2月21日（木） 池田工業高校　デュアルシステム発表会

■上水道休日緊急当番店
期　　日 店　　名 電話番号

2 月 　 2 日（ 土 ） （有）塩原設備 62-6721
2 月 　 3 日（ 日 ） 信光実業（株）大町支店 23-3020又は62-3857
2 月 　 9 日（ 土 ） 日特工業（株） 22-5266
2 月 1 0 日（ 日 ） （株）ハイテム 0263-82-0271
2 月 1 1 日（ 月 ） （株）水建 0263-86-3381
2 月 1 6 日（ 土 ） （株）サンエス設備 0263-73-2008
2 月 1 7 日（ 日 ） （有）マルイ設備工業 090-3343-0540
2 月 2 3 日（ 土 ） （有）イシダ設備 0263-83-4360
2 月 2 4 日（ 日 ） （株）長澤設備工業 090-2411-9664

■休日の緊急当番医等　(当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください)

■人の動き
1月1日現在 （　）内は前月比
●人　口 9,838人　（△10）
　　　男 4,721人　（△　5）　女 5,117人　（△　5）
●世帯数 3,941世帯（△21）

■2月の納税等
国保税・後期高齢⑧　　　　　　　　【納期限２月28日】
※口座振替日は 2 月 28 日（木）です。前日までに残高の確認をお願いします。

■各種相談窓口
相　談　内　容 開催場所(受付・問い合せ先） 開催日時

子育ての悩み相談　育てにくい子どもの相談
カウンセラー相談　児童虐待相談　DV相談 総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

子ども子育て推進室 ℡ 61-5000 

月曜日～金曜日

午前8時30分
～

午後5時15分

幼児食・栄養・乳房マッサージ・血圧相談など 保健センター ℡ 61-5000 

高齢者総合相談
（介護・虐待・成年後見・認知症・その他）

地域包括支援センター ℡ 61-5000 
※時間外及び休日等の場合は役場 ℡62-3131 にて受付

障がい者への虐待相談
障がい者虐待防止センター ℡ 61-5000 
※時間外及び休日等の場合は役場 ℡62-3131 にて受付

身体・知的・精神の各障害や生活など
総合福祉センター(福祉係） ℡ 61-5000 

大北圏域障害者総合支援センター ℡ 26-3855 
こども教育相談室 教育会館 ℡ 61-1430 
消費生活トラブル 大町市消費生活センター

役場庁舎　住民課環境整美係
℡ 26-3225 
℡ 62-2203 多重債務（借金）相談

自殺予防　長野いのちの電話 社会福祉法人長野いのちの電話　　　　　℡ 0263-29-1414 午前11時～午後10時（年中無休）


